
　

北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
で
は
、

２
０
２
２
年
ま
で
実
施

し
て
き
た
「
北
海
道

１
７
９
市
町
村
応
援
大

使
」を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

２
０
２
３
年
か
ら
新
た
に

「
北
海
道
応
援
大
使
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
今
後
10
年

間
で
展
開
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
道
内
の

地
域
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し

て
対
象
市
町
村
を
決
定
し

て
い
き
ま
し
た
が
、
今
後

は
球
団
で
振
興
局
単
位
を

基
準
に
各
エ
リ
ア
を
応
援

す
る
形
に
変
更
と
な
り

ま
す
。

　

令
和
５
年
は
、
栗
山
町

も
含
め
た
オ
ー
ル
北
海
道

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
連
携
協
議

会
参
加
の
17
市
町
村
で
実

施
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
、
12
月
ま
で
の
間
、
観

戦
ツ
ア
ー
や
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
を
通
じ
て
地
域
活

性
化
に
繋
が
る
取
組
を
行

い
ま
す
。

　

町
民
一
丸
と
な
っ
て
北

海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
を
応
援
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

現在プロジェクトの一環として、
今川優馬選手のサイン入りユニ
フォームを役場に展示しています

©H.N.F.

約
10
年
ぶ
り
に

　
　

新
た
な
２
件
が
登
録

未来に残し伝える、町の文化財

1_ 角田村道路元
げんぴょう

標（写真右・農村環境改善センター前に設置）    2_ 角田神社奉納
額（絵馬）『武

たけのうちのすくね
内宿禰と誉

ほんだわけのみこと
田別命（応神天皇）』（写真左・角田神社内に掲示）

　
　

歴
史
を
紡
ぐ

　
　
　
　
「
栗
山
」
の
記
憶

　

１
月
26
日
に
開
か
れ
た
栗
山
町
定
例
教
育

委
員
会
で
、
文
化
の
有
識
者
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
町
文
化
財
保
護
委
員
会
（
青
木
隆
夫
委

員
長
）
か
ら
「
町
指
定
文
化
財
相
当
」
と
し

て
答
申
の
あ
っ
た
上
記
の
２
件
が
町
指
定
の

有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
指
定
文
化
財
は
、
栗
山
町
文
化
財
保
護

条
例
（
平
成
16
年
４
月
１
日
施
行
）
に
基
づ

き
、「
町
に
と
っ
て
歴
史
上
又
は
学
術
上
（
芸

術
上
、
鑑
賞
上
）　

価
値
の
高
い
も
の
」
の

う
ち
、「
町
に
と
っ
て
特
に
重
要
と
認
め
る

も
の
」
と
し
て
保
護
す
る
も
の
で
す
。　

　

こ
れ
ま
で
泉
記
念
館
、
角
田
獅
子
舞
、
泉

麟
太
郎
君
記
念
碑
な
ど
が
指
定
さ
れ
て
お

り
、
平
成
25
年
以
来
10
年
ぶ
り
の
登
録
と
な

り
、
全
12
件
と
な
り
ま
し
た
。

「

町
指
定
文
化
財
」

●角田村道路元標
大正 8 年に勅令第 460 号で公布された道路
法施行令では、市町村単位での道路の起点・
終点および町村の位置を示す指標として、道
路元標の設置が義務付けられた。角田村道路
元標は、国の「勅令第 460 号」で公布され
た道路法施行令や、北海道庁「告示第 220 号」、

「内務省令第 22 号」などに設置が明記され
ている。また、旧角田村役場の所在地に建て
られたものであり、道路に付属する基標であ
り、各市町村間の里程を示す指標でもある。

●角田神社奉納額（絵馬）『武内宿禰と誉田
別命（応神天皇）』
角田神社奉納額の『武内宿禰と誉田別命（応
神天皇）』は、大正 6 年に佐倉（堀田）農場
から角田神社に納められたもので、絵馬の画
題は伝説上の人物である武内が、後に応神天
皇となる誉田別命を抱くのが描かれている。
奉納額は、戦前栗山の農業では中心の大農場
制度を間接的に記録する資料であり、また有
力な大農場であった福井農場を継承した佐倉
農場を、栗山で唯一確認できる資料であるこ
とや、佐倉農場、高木農場をはじめ、角田神
社が地域の信仰の中心として住民や大農場と
のつながりを示すものである。

　

文
化
財
は
、
栗
山
の
歴
史
と
文
化

を
雄
弁
に
物
語
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で

す
。
今
回
、
文
化
財
保
護
委
員
会
で

は
、
新
た
に
２
件
の
文
化
財
答
申
を

終
え
、
栗
山
の
歩
ん
だ
「
時
の
証
」

を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

文
化
財
は
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
示
す
も
の
で
も
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
栗
山
の
未
来
に
向
け
て
、
大

切
に
守
り
・
残
し
・
伝
え
る
、
貴
重

な
遺
産
・
財
産
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

町文化財保護委員会
委員長　青木  隆夫さん

未
来
に
伝
え
る
貴
重
な
遺
産
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 1 2 栗山学び隊　Vol.34 介護福祉学校に通う皆さんの様子をお届けします。
※今月の栗山高校の紹介はお休みします。

有
あ り ま

馬　美
み お

緒さん（北海道介護福祉学校 2年）
　

札
幌
市
出
身
の
有
馬
さ

ん
。
中
学
生
の
時
、
職
場

体
験
で
老
人
ホ
ー
ム
に

行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
介
護
福
祉
士
に
な
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。「
利

用
者
さ
ん
と
施
設
の
方
が

笑
顔
で
話
し
て
い
る
姿
が

印
象
的
で
、
介
護
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
ま

し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

入
学
時
、
勉
強
に
つ
い

て
い
け
る
か
不
安
が
あ
っ

た
有
馬
さ
ん
。「
先
生
か

ら
み
ん
な
ス
タ
ー
ト
は
同

じ
と
言
わ
れ
て
、
勉
強
の

ス
イ
ッ
チ
が
入
り
、
毎
日

暇
を
見
て
実
技
試
験
の
練

習
を
し
て
い
ま
し
た
」
と

話
し
ま
す
。
今
で
は
「
テ

ス
ト
で
高
得
点
が
取
れ
て

自
信
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
」
と
1
年
間
で
自
身
の

成
長
を
実
感
し
て
い
る
様

子
で
し
た
。

　

最
後
に
、
自
分
が
目
指

す
介
護
福
祉
士
の
理
想
像

を
聞
く
と
「
利
用
者
さ
ん

の
想
い
を
周
り
に
伝
え
ら

れ
る
介
護
福
祉
士
に
な
り

た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

成長を感じた 1 年間成長を感じた 1 年間


